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 ★ 平成 16 年度研修に、計９１２名の方が参加されました！ 

 ☆ 本年度から実施する研修の特徴を紹介します！ 

 ★ 初めての「出前研修」を、石川県と鹿児島県で開催しました！ 

 ☆「RainbowCenter と秘密の部屋」 今回はスタッフの集合写真を紹介！   

★  は「一般向けページ」に引っ越しました！ 

この  は研修参加者との交流のための新聞です。 

研修参加者のみなさんからの積極的な投稿をお待ち申しております。 

               



 

平成１６年度の研修が３月の「保健・福祉合同研修」を最後に終了となりました。１年間で計

１６本の研修に 912名の参加がありました。特に、３月に行われた「保健・福祉合同研修」では、

定員を大幅に上回る１０６名が参加しました。夏には、市町村セミナーが、仙台と広島を会場

に行われました。１日の短い研修ではありましたが、講義と実践報告、グループ討議と盛り

だくさんの内容でした。その他の研修もそれぞれ、充実した研修だったのではないでしょ

うか。平成１６年度研修参加のみなさん、お疲れさまでした。 

（▲「平成１６年度保健・福祉合同研修」より） 

 

 平成１７年度に実施する研修が決定し、３月末に「研修概要」を関係機関に送付いたしまし

た。概要は、ホームページにも掲載されています。なお、各研修の実施要項、研修内容は、

研修の５ヶ月前を目安に対象機関に送付します。援助機関向けページにも研修の実施要項

等を逐次アップしていきますので、ご確認下さい。 

ここでは、本年度から実施する研修の特徴を紹介します。１つは「児童相談所長研修」で

す。４月の児童福祉法改正に伴い、児童相談所長への研修が義務化されました。この研修

は、それに対応したものです。今まで実施していた「新任児童相談所長研修」を更にバージ

ョンアップして行います。研修は前期・後期通しての参加が必須となっています。 

２つめは、「児童福祉施設職員合同研修」です。児童養護施設や乳児院等の児童福祉施

設職員が合同で行う研修です。平成１８年１月に開催されます。この研修は、児童福祉施設職

員の方へのステップアップ研修としても位置づけています。過去にセンター研修に参加さ

れた方（リピーター）の参加を歓迎しています。 

内容を深めるため、テーマを絞って行う「テーマ別研修」も新しく始めます。１２月に実施する

「発達障害と児童虐待」と来年１月の「介入の意義と課題」です。従来から実施している市町村セ

ミナーも全国４ヶ所（北海道・横浜・大阪・福岡）に拡大し、内容を充実しての開催となります。 

これまでの研修も、内容等バージョンアップしていますので、奮ってご参加ください。     

 

 



 

 

平成１６年度、子どもの虹情報研修センターでは、児童福祉施設職員地域研修（以下「出

前研修」とします）を試行実施しました。この研修は、センターが各地域に研修を「出前」す

る形で行われます。①地域の複数の児童福祉施設が集まっての合同研修の形であること、

②事務局を地域で担っていただくこと、の２点が条件となります。講師謝金、会場費等の諸

経費はセンターが全額負担します。（詳細はセンターまでお問合せください） 

平成１６年度は、石川県と鹿児島県にて実施しました。石川県では、県内の児童養護施設

を中心に、児相からも参加がありました。石川県では、事例検討中心の研修が行われました。

鹿児島県では、九州大学病院精神科神経科の吉田敬子先生の講義を午前中に、午後には

事例検討を行いました。 

いずれの出前研修も、非常に好評でした。各地域で複数の施設や機関が集まって研修

を受けることでは、機関相互の連携や協力

が推進されるという効果もあるようです。 

鹿児島研修の際、施設の職員の方から、記

念にと、手作りのオブジェ（写真参照）をいた

だきました。（センターのラウンジに展示され

ていますので、是非実物を見て下さい！） 

この地域研修を通して、センターと地域が、

そして、各施設・機関が連携していく手応え

を感じています。  

平成１７年度については、千葉県、神奈川

県、鳥取県で開催予定です。センターの「出

前研修」にご期待ください。 

 

▲ 手づくりのオブジェ（鹿児島地域研修より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

RainbowCenter と秘密の部屋 

平成１７年度は、 

このスタッフで 

がんばっていきます。 

このコーナーに登場

するのは、次は誰？！ 



OOOnnneeeMMMooorrreeeTTTiiimmmeee,,,OOOnnneeeMMMooorrreeeSSSaaakkkuuurrraaagggiiiccchhhooo（（（桜桜桜木木木町町町）））♪♪♪ 
 ここでは、宿泊施設のある横浜桜木町を中心に、横浜の最新情報？をお届けします。この

新コーナーのタイトルは、山崎まさよしさんの曲名をアレンジしました。（お借りします♪） 

＃４ 東横イン横浜桜木町 客室内部を公開します！ 

今回は、再び宿泊施設である東横イン横浜桜木町を紹介します。Vol.２（＃１）で、朝食風景

を紹介していますが、今回はホテル客室をご案内します。 

東横インは、新しいタイプのビジネスホテルとして、全国１００ヶ所以上展開しているホテ

ルチェーンです。支配人をはじめ、女性のみで構成されているスタッフの対応は親切・丁寧

です。女性には、特別にチェックインの時に、入浴剤等の小さなプレゼントがあるそうです。 

客室は、非常に清潔、セミダブル・サイズのベッドも快適です。落ち着いた内装で長期間

のステイにも快適です。（ただ、窓から横浜みなとみらい地区の夜景を楽しむことはできな

いのが、残念ではありますが…）冷蔵庫は、自分で買ってきた飲み物や食べ物を自由に保

管できるようになっています。ロビーにある自販機も、アルコール、ソフトドリンクが、通常よ

り若干安めに設定されています。 

パジャマ、アメニティも揃っていています。 

ズボンプレッサーまで部屋に用意されている   

んですよ！ １階ロビーにはコインランドリ－が 

ありますし、もちろんクリーニングサービスも 

受けてくれます。荷物が多くなりがちな３泊の 

研修にも十分対応できそうですね。 

ホテル周辺にもコンビニ、飲食店等多くあり 

ます。また、６月末に、ホテルのあるみなとみらい 

地区に温泉ができるようです。（取材します！） 

 ハードな研修のあと、少しでも快適な時間を 

過ごしていただけると幸いです。         ▲ 東横イン横浜桜木町の客室（シングルルーム）  

     編集者のつぶやき… 

       「RainbowTimes」Vol.５の発刊です。もう６月、初夏なのに＜Spring＞号ですが、

ご容赦ください。お気づきも方も多いと思いますが、センターのＨＰがリニューア

ルされ、この「ＲａｉｎｂｏｗＴｉｍｅｓ」も一般向けページに引っ越しました。多くの方に

読んでいただくこととなります。初めてご覧の方、よろしくお願いいたします。 

この新聞は、これからも季節ごとに発行していきます。もちろん、みなさんから

の投稿が紙面を盛り上げます。お気軽に、ご投稿をお待ちしております。（ｈｉｒｏ） 

企画・編集室 

   〒245-0062 横浜市戸塚区汲沢町９８３番地 子どもの虹情報研修センター内  

TEL 045-871-8011 FAX 045-871-8091 Email info@crc-japan.net 


